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ベラルーシの福祉工房「のぞみ21」スタッフの皆さん（2019年9月、ベラルーシ） 

チェルノブイリ医療支援ネットワーク（CMN）は、チェルノブイリ原発事故で被災した人々のために、現地から求められる 

医療支援を行います。この活動を通して、日本とベラルーシの人びとの心と心のつながりを深めます。  
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２
０
１
９
年
ブ
レ
ス
ト
州
立
内
分
泌
診
療
所 

移
動
検
診
チ
ー
ム
合
同
調
査
報
告 

●
特
集
● 

２
０
１
９
年
度
ベ
ラ
ル
ー
シ
訪
問
レ
ポ
ー
ト 

② 

■ 

内
分
泌
診
療
所
の
業
務
に
つ
い
て 

 

い
つ
も
な
ら
、
す
ぐ
側
で
通
訳
を
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
山
田
英
雄
先
生
が
い
な
い
中
で
同
行

調
査
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
不
自
由
さ
に
耐

え
て
聞
き
取
り
を
し
て
き
ま
し
た
の
で
報
告
い
た

し
ま
す
。
決
し
て
山
田
先
生
の
代
わ
り
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
田
中
仁
さ
ん
が
お
粗
末
だ
と
い
う
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
彼
な
り
に
相
当
頑
張
ら
れ

て
い
た
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
や
は

り
旧
ソ
連
時
代
の
医
学
教
育
を
受
け
た
山
田
先

生
の
右
に
出
る
者
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
嫌
と

い
う
程
、
思
い
知
ら
さ
れ
た
と
い
う
べ
き
で
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
９
月
18
日
、
い
つ
も
通
り
内
分
泌

診
療
所
で
の
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
所
長
と
の
面
談
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
読
者
の
皆
様
に
内
分
泌
診
療

所
が
担
っ
て
い
る
業
務
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し

ま
す
。
こ
の
地
域
は
、
も
と
も
と
内
陸
部
で
あ
る

た
め
海
洋
中
に
多
く
存
在
す
る
ヨ
ウ
素
が
不
足

し
て
い
る
地
域
で
し
た
。
そ
の
た
め
甲
状
腺
肥
大

な
ど
甲
状
腺
に
疾
病
を
持
つ
人
々
が
多
い
地
域

で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
全
ブ
レ
ス
ト
州
内
で
甲
状
腺

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
小
児
、
大
人
の
検
診
を
行
な
っ

て
お
り
、
時
に
は
３
歳
の
子
供
に
も
穿
刺
吸
引
細
胞
診
を
行

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
小
児
の
場
合
に
は
、
小
児
内
分
泌
科

で
検
査
を
受
け
、
異
常
が
あ
れ
ば
内
分
泌
診
療
所
に
送
ら

れ
て
き
ま
す
。
も
し
、
甲
状
腺
が
ん
が
見
つ
か
っ
た
場
合
、
ミ

ン
ス
ク
に
あ
る
国
立
悪
性
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
に
送
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
18
歳
以
下
の
人
口
は
27
万
人
程
で
す
が
、
そ
の
う

ち
２
～
３
人
に
小
児
甲
状
腺
が
ん
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

10
万
人
あ
た
り
に
す
る
と
約
１
人
の
割
合
で
出
現
し
て
い

る
と
い
え
ま
す
。 

 

こ
の
他
、
内
分
泌
疾
患
で
最
も
重
要
な
疾
病
で
あ
る
糖
尿

病
に
つ
い
て
も
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
は
ベ
ラ
ル
ー

シ
で
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
ブ
レ
ス
ト
州
で
も
10

年
前
は
州
人
口
１
４
０
万
人
に
対
し
２
万
人
程
度
で
し
た

が
、
現
在
は
、
州
人
口
１
４
０
万
人
に
対
し
４
万
５
０
０
０
人

に
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
疾
病
に
関
わ
る
全
て
の
医
療

費
は
無
料
で
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
ま
す
。 

 

今
回
の
聞
き
取
り
調
査
は
、
州
都
ブ
レ
ス
ト
市
と
同
州
第

２
の
都
市
で
あ
る
ピ
ン
ス
ク
市
で
行
い
ま
し
た
。
ピ
ン
ス
ク
市
で

獨
協
医
科
大
学
国
際
疫
学
研
究
室 

 
 

木
村 

真
三  

診
療
所
の
外
観
（
上
）
と
エ
コ
ー
検
査
室
（
下
） 

診
療
所
の
ド
ク
タ
ー
（
上
） 

正
面
玄
関
を
入
っ
た
受
付
に
は
、
た
く
さ
ん
の
カ
ル
テ
が
保
管
さ
れ
て
い
る
（
下
） 
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は
、
ピ
ン
ス
ク
中
央
医
療
診
療
所
の
全
面
的
協
力
に
よ
り
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 

■ 

ピ
ン
ス
ク
中
央
医
療
診
療
所
の
概
要 

 

２
０
０
４
年
ま
で
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
小
児
セ
ン
タ
ー
と
称
し

て
い
ま
し
た
。
い
ま
で
も
、
チ
ェ
ル
ノ
で
の
障
害
を
お
っ
た
子
供

達
の
病
院
で
し
た
。
現
在
も
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
影
響
が
あ

る
よ
う
な
患
者
は
本
病
院
を
訪
れ
る
そ
う
で
す
。
甲
状
腺

検
査
は
ピ
ン
ス
ク
中
央
病
院
で
行
わ
れ
、
穿
刺
吸
引
細
胞
診

は
ブ
レ
ス
ト
内
分
泌
診
療
所
、
そ
し
て
手
術
が
必
要
な
場

合
、
ミ
ン
ス
ク
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
国
立
卒
後
教
育
医
学
ア
カ
デ

ミ
ー
に
送
ら
れ
ま
す
。 

 

診
療
所
は
成
人
と
小
児
専
門
病
棟
に
分
か
れ
て
お
り
、

外
科
は
な
く
、
糖
尿
病
な
ど
の
内
科
専
門
で
、
手
術
が
必
要

な
場
合
は
ブ
レ
ス
ト
市
か
ミ
ン
ス
ク
特
別
市
に
送
ら
れ
ま

す
。
病
床
数
は
40
床
で
す
が
、
ピ
ン
ス
ク
の
小
児
内
科
医
で

は
、
０
歳
か
ら
診
察
を
行
い
、
診
察
技
術
は
ミ
ン
ス
ク
に
劣
ら

な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

■ 

甲
状
腺
検
査
は
い
つ
行
う
？ 

 

ブ
レ
ス
ト
州
は
も
と
よ
り
ベ
ラ
ル
ー
シ
国
内
で
の
甲
状
腺
検

査
は
節
目
検
査
が
主
な
検
診
時
期
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
以

外
に
、
病
気
等
で
病
院
を
受
信
し
た
際
に
、
触
診
に
よ
り
甲

状
腺
に
異
常
が
な
い
か
を
確
認
さ
れ
ま
す
。 

 

節
目
と
は
、
新
生
児
検
診
、
３
歳
～
４
歳
時
に
お
け
る
幼

稚
園
入
学
の
た
め
の
検
診
、
６
歳
時
の
小
学
校
入
学
前
検

診
、
10
歳
時
の
中
学
入
学
前
検
診
、
そ
し
て
14
歳
時
の
専

門
学
校
、
高
校
入
学
前
検
診
で
す
。
検
査
内
容
は
触
診
お

よ
び
ホ
ル
モ
ン
検
査
を
行
い
ま
す
。
異
常
が
あ
れ
ば
超
音
波

検
査
、
そ
し
て
異
常
が
あ
れ
ば
必
要
に
応
じ
て
穿
刺
吸
引
細

胞
診
を
行
い
ま
す
。 

 

こ
れ
以
外
に
も
、
妊
娠
時
に
検
査
を
受
け
る
こ
と
は
よ
く

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
事
故
当
時
０
歳
か
ら
18
歳
以
下
だ
っ
た

危
険
群
、
事
故
当
時
19
歳
か
ら
40
歳
以
下
だ
っ
た
危
険
予

備
群
を
対
象
に
州
の
移
動
検
診
が
行
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
移
動
検
診
で
は
、
対
象
者
以
外
で
も
希
望
す
る
人
は

誰
で
も
年
齢
に
関
係
な
く
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

現
在
で
は
、
移
動
検
診
で
は
甲
状
腺
の
超
音
波
診
断
以
外

に
も
血
液
検
査
に
よ
る
糖
尿
病
、
が
ん
年
齢
を
迎
え
る
女

性
た
ち
に
視
触
診
に
よ
る
乳
が
ん
検
診
な
ど
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。 

 

■ 

甲
状
腺
が
ん
手
術
を
受
け
た
方
へ
の
聞
き
取
り
調
査 

 

聞
き
取
り
調
査
の
条
件
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故

以
前
に
生
ま
れ
た
方
が
対
象
で
す
。 

 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
は
、
性
別
、
現
在
の
居
住
地
、
出
身

地
、
発
見
当
時
の
腫
瘍
の
大
き
さ
、
手
術
を
受
け
た
年
齢
、

術
後
の
経
過
、
家
族
構
成
、
近
親
者
の
が
ん
経
験
者
、
同
級

生
の
甲
状
腺
が
ん
の
有
無
な
ど
を
聞
き
取
り
ま
す
。 

 

今
回
は
紙
面
の
関
係
で
全
て
の
方
々
の
結
果
を
お
伝
え
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
調
査
地
域
で
特
徴
の
あ
る
２

例
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

2019年9月、同行取材を行った移動検診チームの様子。受診者は10代の若者から高齢者まで

幅広い世代だった 

ピンスク中央医療診療所の外観 
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ブ
レ
ス
ト
市
の
場
合
（男
性
１
名
、
女
性
７
名
、
同
級
生
で

甲
状
腺
が
ん
が
見
つ
か
っ
た
方
は
８
名
中
１
名
、
１
９
７
９
年

生
ま
れ
、
２
０
１
４
年
35
歳
の
と
き
手
術
。
二
人
の
女
性
と

１
人
の
男
性
の
同
級
生
、
不
思
議
に
35
歳
の
と
き
見
つ
か

る
。
濾
胞
が
ん
１
名
、
７
名
は
乳
頭
が
ん
） 

 

◆
イ
リ
ー
ナ
さ
ん
（１
９
７
７
年
１
月
22
日
生
ま
れ
） 

・居
住
地
：ブ
レ
ス
ト
市
在
住 

・出
身
地
：
テ
ー
ム
ィ
村
（ブ
レ
ス
ト
市
の
２
km
先
に
あ
る
） 

・腫
瘍
発
見
当
時
の
大
き
さ
：
18×
18×

27

mm 

（本
人
の
感
想
：ち
ょ
う
ど
良
い
時
期
に
手
術
を
受
け

た
と
思
う
、
腫
瘍
は
小
さ
か
っ
た
。
） 

・発
見
時
期
と
発
見
理
由
： 

２
０
０
９
年
、
32
歳
の
と
き
、
下
の
娘
を
妊
娠
中
に
甲

状
腺
の
検
査
も
受
け
て
お
こ
う
と
内
分
泌
診
療
所
を

受
診
し
、
触
診
に
よ
り
発
見
さ
れ
る
。
す
ぐ
に
穿
刺
吸

引
細
胞
診
、
ミ
ン
ス
ク
で
手
術
を
受
け
る
。 

・術
後
の
経
過
： 

８
月
に
子
供
を
産
ん
で
（
帝
王
切
開
）、
３
ヶ
月
後
に
手

術
、
授
乳
は
禁
止
。
育
児
休
暇
後
、
復
職
し
た
。
第
３

グ
ル
ー
プ
の
身
障
者
と
し
て
登
録
、
全
て
の
薬
が
無
料

と
な
る
。 

・職
業
：
裁
判
所
勤
務
で
平
日
４
日
間
、
土
日
の
い
ず
れ

か
１
日
勤
務
の
５
日
勤
務 

・発
見
さ
れ
た
時
の
気
持
ち
： 

発
見
当
時
は
そ
ん
な
に
怖
く
な
か
っ
た
。
理
由
は
、
内

分
泌
診
療
所
が
有
名
で
信
頼
し
て
い
た
か
ら
。 

・現
在
の
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
投
与
量
：チ
ロ
キ
シ
150

mg
／
日 

・家
族
構
成
：主
人
、
21
歳
と
10
歳
の
娘 

・家
族
・近
親
者
の
甲
状
腺
が
ん
： 

イ
リ
ー
ナ
さ
ん
が
手
術
を
受
け
た
後
、
家
族
も
甲
状

腺
検
診
を
受
け
た
。
そ
の
結
果
、
母
親
は
甲
状
腺
の
良

性
腫
瘍
が
見
つ
か
っ
た
。 

・同
級
生
で
甲
状
腺
が
ん
の
手
術
を
受
け
た
人
： 

同
じ
村
で
は
、
私
以
外
な
い
。 

  

ピ
ン
ス
ク
市
の
場
合
（男
性
１
名
、
女
性
３
名
、
同
級
生
に

甲
状
腺
が
ん
は
い
な
か
っ
た
。
全
て
乳
頭
が
ん
） 

 

◆
ナ
ジ
ェ
ー
ジ
ュ
ダ
さ
ん
（１
９
８
３
年
５
月
21
日
生
ま
れ
） 

・居
住
地
：ピ
ン
ス
ク
市 

・事
故
当
時
：ピ
ン
ス
ク
地
区
コ
ヴ
ニ
ヤ
ー
チ
ン
村
（ピ
ン
ス

ク
市
か
ら
25

km
） 

・手
術
時
期
：１
９
９
６
年
６
月
12
日
13
歳
で
１
回
目
の

手
術
、
１
９
９
７
年
１
月
29
日
の
２
回
目
の
手
術
（甲

状
腺
全
摘
） 

・発
見
理
由
： 

96
年
偶
然
見
つ
か
っ
た
。
保
養
所
に
い
た
時
、
母
親
に

甲
状
腺
セ
ン
タ
ー
で
見
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
と
い
わ
れ
、

触
診
さ
れ
た
と
こ
ろ
す
ぐ
に
ミ
ン
ス
ク
に
送
ら
れ
た
。 

ミ
ン
ス
ク
に
送
ら
れ
穿
刺
吸
引
細
胞
診
を
行
っ
た
と
こ

ろ
２
日
後
に
手
術
を
行
っ
た
。 

最
初
の
手
術
が
行
わ
れ
た
年
の
12
月
に
術
後
の
治
療

の
た
め
訪
れ
た
ド
イ
ツ
で
甲
状
腺
が
ん
が
見
つ
か
り
、

97
年
で
ミ
ン
ス
ク
で
２
回
目
の
手
術
を
行
っ
た
。 

・術
後
の
経
過
： 

甲
状
腺
手
術
の
あ
と
、
声
が
か
す
れ
て
い
た
。
５
～
６

回
ド
イ
ツ
で
放
射
性
ヨ
ウ
素
治
療
を
お
こ
な
っ
た
。 

・甲
状
腺
が
ん
発
見
当
時
の
気
持
ち
： 

ス
ト
レ
ス
は
そ
れ
ほ
ど
な
く
、
子
供
だ
っ
た
の
で
勉
強

の
方
が
ス
ト
レ
ス
だ
っ
た
。 

・家
族
構
成
：ご
主
人
、
11
歳
、
４
歳
半
の
息
子 

・家
族
・近
親
者
の
甲
状
腺
が
ん
： 

近
親
者
に
は
甲
状
腺
が
ん
は
彼
女
の
み
、
他
の
が
ん

も
な
い
。
母
親
に
甲
状
腺
肥
大
が
あ
る
が
、
手
術
も

し
て
い
な
い
。 

・同
級
生
で
甲
状
腺
が
ん
の
手
術
を
受
け
た
人
： 

近
い
年
に
は
い
な
い 

・気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
： 

食
事
は
ヨ
ー
グ
ル
ト
（ト
ヴ
ォ
ー
ラ
ッ
ク
）を
飲
む
よ

う
に
し
て
い
る
。 

・睡
眠
時
間
：８
時
間 

  

以
上
、
甲
状
腺
が
ん
多
発
地
域
で
あ
る
ブ
レ
ス
ト
州
内
で

も
州
の
全
人
口
か
ら
す
れ
ば
割
合
か
ら
す
れ
ば
、
５
０
０

０
人
に
一
人
程
度
と
な
り
ま
す
。
思
っ
た
ほ
ど
、
甲
状
腺

が
ん
の
方
に
出
会
う
こ
と
は
少
な
い
の
が
わ
か
り
ま
す
。
今

後
も
聞
き
取
り
調
査
は
重
要
な
の
で
引
き
続
き
継
続
し
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
ブ
レ
ス
ト
州
の
人
口
を

約
１
４
０
万
人
と
す
る
と
約
２
８
０
人
が
甲
状
腺
が
ん
と

な
り
ま
す
。
２
０
１
０
年
の
男
女
計
の
甲
状
腺
が
ん
罹
患

率
は
、
人
口
10
万
人
あ
た
り
ア
メ
リ
カ
が
約
15
人
、
韓

国
が
約
60
人
、
日
本
が
約
８
人
と
な
っ
て
い
ま
す
（
環
境

省
Ｈ
Ｐ   

：放
射
線
に
よ
る
健
康
影
響
等
に
関
す
る
統
一

的
な
基
礎
資
料
よ
り
）。
こ
れ
よ
り
は
ず
っ
と
多
い
数
で
あ

る
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
き
ま
す
。 
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～
希
望
に
満
ち
た
新
し
い
世
紀
を
目
指
し
て
～ 

福
祉
工
房
「
の
ぞ
み
21
」 

ス
タ
ッ
フ
紹
介 

昨年９月のベラルーシ訪問では、ベラルーシ南部のゴメリ市にも足を運び、原発事故の被災者

や障がい者が働く福祉工房「のぞみ21」への取材を行いました。スタッフの皆さんをご紹介

します。 

■
福
祉
工
房
「の
ぞ
み
21
」に
つ
い
て 

 

ベ
ラ
ル
ー
シ
南
部
に
あ
る
ゴ
メ
リ
市
の
福
祉

工
房
「
の
ぞ
み

21

」
の
木

工
品
（マ
ト

リ
ョ
ー
シ
カ
、
木
箱
な
ど
）や
リ
ネ
ン
製
品

（キ
ッ
チ
ン
雑
貨
、
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
な
ど
）

は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
被
災
者

や
障
が
い
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
体
調
に
合
わ
せ
て
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に

作
っ
て
い
る
も
の
で
す
。 

 

こ
の
工
房
は
、
息
子
・故
ア
レ
ッ
グ
さ
ん
の

白
血
病
を
機
に
、
障
が
い
や
病
気
を
持
っ
た

人
へ
の
差
別
・偏
見
が
あ
る
こ
と
を
肌
身
で

感
じ
た
ナ
タ
ー
シ
ャ
さ
ん
（写
真
右
下
の
女

性
）、
故
ス
テ
パ
ン
さ
ん
ご
夫
妻
に
よ
っ
て
、
ア

レ
ッ
グ
さ
ん
と
同
じ
困
難
な
状
況
に
あ
る

人
々
が
明
る
く
働
く
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
目
指
し
、
１
９
９
５
年
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。 

 

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
は
１
９
９
８
年
か
ら
「
の
ぞ
み
21
」
と
交

流
を
持
ち
、
運
営
カ
ン
パ
の
呼
び
か
け
や
商

品
購
入
を
通
じ
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

■
こ
こ
数
年
は
厳
し
い
運
営
が
続
く 

 

現
在
工
房
は
な
く
、
ス
タ
ッ
フ
が
各
家
庭
で

作
業
を
し
て
い
ま
す
。
10
年
前
ま
で
は
景
気

も
よ
く
、
ス
タ
ッ
フ
数
も
30
名
を
超
え
て
い

た
そ
う
で
す
が
、
現
在
は
中
国
製
や
ロ
シ
ア

製
の
安
価
な
商
品
（刺
し
ゅ
う
模
様
が
プ
リ

ン
ト
さ
れ
て
い
る
製
品
。
「
の
ぞ
み
21
」
で

は
手
縫
い
の
刺
し
ゅ
う
を
施
し
て
い
る
た
め
、

ど
う
し
て
も
時
間
と
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
し
ま

う
）
に
押
さ
れ
、
国
内
で
も
商
品
の
売
れ
行

き
は
思
わ
し
く
な
い
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
現
在
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
生
活
を
維
持
で
き

る
ほ
ど
の
お
給
料
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
各
自
が
別
の
仕
事
を
し
た
り
、
仕

事
以
外
の
生
活
の
一
部
と
し
て
制
作
に
関

わ
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
９

月
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
訪
問
時
に
は
、
か
つ
て
工
房

が
あ
っ
た
場
所
を
一
日
だ
け
借
り
て
、
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
友

好
20
周
年
を
記
念
し
た
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

催
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
取

材
を
通
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
温
か
い

人
柄
や
制
作
へ
の
思
い
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
な
お
今
回
の
訪
問
時
に
商
品
の

買
い
付
け
を
行
っ
た
他
、
新
た
に
約
１
０
０
０

ド
ル
分
の
注
文
を
し
て
お
り
、
４
月
に
納
品

さ
れ
る
予
定
で
す
。 

 

今
度
と
も
運
営
カ
ン
パ
や
商
品
購
入
を
通

じ
て
「
の
ぞ
み
21
」
へ
の
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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①ナターシャさん（1954年5月17日生まれ） 

ナターシャさんはゴメリ州で生まれ育った（現在はミンスクで暮らす）。事故当

時は32歳。爆発事故のあった1986年の4月26日から5月9日までは普段通りの生活

をしていた。 

息子のアレッグ（1977年8月9日生まれ）さんは1998年12月に甲状腺がんで亡く

なった。アレッグさんは当時、ゴメリの大学でドイツ語を学んでいた。エコー検

査で見つかった甲状腺の腫瘍が肥大化し、悪化していった。同年9月にドイツの

病院で検査したところ、甲状腺が肺に転移していることがわかった。手術で甲状

腺を全摘し、放射線治療を受けたが上手くいかなかった。また娘のイーナさん

（1973年12月28日生まれ）は、2005年に胃がんで亡くなった。 

④ベーラさん（1951年12月24日生まれ） 

以前は刺しゅうを担当していたが、目を悪くした

ため制作ができなくなった。 

手元の写真は、娘のレーナさん一家。 

⑤セルゲイさん（1973年10月20日生まれ） 

重度脳性まひのため、片腕しか動かない。 

木工を担当。現在は仕事をしていない。 

家では犬とウサギを飼って楽しく過ごしている。 

③エレーナさん（1977年5月28日生まれ） 

刺しゅうを担当。2001年に経営者のナターシャさん

らとともに来日。自然が気に入った。 

②エレーナさん（1970年9月14日生まれ） 

裁断や裁縫など、全ての作品制作に関わっている。 

② 
③ 

⑤ 
④ 

福祉工房「のぞみ21」スタッフ紹介 

① 
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⑩タチアナさん（1976年8月3日生まれ） 

会計を担当。息子のヤロスラフくん（写真右）は

現在14歳。クラスでチェスが一番上手。 

⑪ニーナさん（1954年1月1日生まれ） 

経営者のナターシャさんとは幼なじみ。同じ小学

校に通った。ナターシャさんの不在時などに工房

の運営のサポートをしていた。 

⑦アーラさん（1977年5月8日生まれ） 

レース編みが得意。小さいものは一日で、大きなもの

だと一週間かけて制作する。 

19歳のアレクサンドラさん、12歳のアンゲリーナちゃ

んと暮らす。長女のアレクサンドラさんは現在音楽の

専門学校で講師をしている。 

⑥アレーシャさん（1978年8月1日生まれ） 

子ども服やテーブルクロスなどのミシン縫製を

担当。 

夫のイーゴリさん、11歳のニキータくん、3歳の

エレーナちゃんと暮らす。 

⑨スベトラーナさん（1973年10月8日生まれ） 

縫製を担当。作業に夢中になって時間を忘れてしまうこ

ともある。25歳になる娘のカーチャさんは現在美容師と

して働いている。 

⑧オリガさん（1985年2月4日生まれ） 

木工品の絵付を担当。デザインで苦労することはない

が、精神疾患があるため、気持ちを入れるのが大変。 

⑥ ⑦ 

⑧ 

⑪ 

⑨ 

⑩ 
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田
中
仁
の
連
載
コ
ラ
ム 

１
月
だ
よ
り 

 

真
冬
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
も

ら
っ
た
お
相
手
は
、
１
９
８
６
年
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
当
時
に
内
務
省
か
ら
現
場
責
任
者
と
し
て
ゾ
ー
ン
へ派
遣

さ
れ
た
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
ヴ
ィ
ッ
チ
氏
で
す
。

郊
外
に
あ
る
彼
の
木
造
の
家
を
拝
見
さ
せ
て
も
ら
っ
た
後
、

長
男
の
ユ
ー
リ
ー
さ
ん
が
経
営
す
る
会
社
敷
地
内
に
設
け

ら
れ
た
ロ
シ
ア
式
サ
ウ
ナ
付
き
の
家
に
ご
招
待
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

■
ま
ず
は
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  

私
の
名
は
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
。
１
９
５
２
年
ベ
ラ
ル
ー
シ
西
部

の
ニ
ャ
ス
ビ
シ
ュ
（ミ
ン
ス
ク
州
）生
ま
れ
で
す
。
現
在
は
年
金

生
活
者
だ
が
、
不
動
産
、
産
業
・
工
業
、
生
活
日
用
品
を
扱

う
Ｂ
Ｂ
Ｕ
グ
ル
ー
プ
と
い
う
会
社
の
運
営
を
し
て
い
ま
す
。 

 

■
で
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
当
時
の
こ
と
を
振
り

返
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。 

  

当
時
、
私
は
ベ
ラ
ル
ー
シ
内
務
省
中
央
機
関
で
次
長
と
し

て
勤
め
て
い
ま
し
た
。
役
職
と
し
て
は
警
察
署
大
尉
で
も
あ

り
ま
し
た
。
事
故
発
生
か
ら
４
日
ほ
ど
経
っ
た
５
月
１
日
を

前
に
省
内
で
も
こ
の
悲
劇
の
こ
と
が
伝
わ
り
ま
し
た
。
た
だ

事
故
が
起
こ
っ
た
の
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
領
土
内
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
最
初
の
一
週
間
は
ベ
ラ
ル
ー
シ
（
当
時
ソ
ビ
エ
ト
の
共

和
国
の
一
つ
）側
か
ら
事
故
処
理
作
業
に
職
員
が
派
遣
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
放
出
さ
れ
た
放

射
能
の
約
80
％
が
ベ
ラ
ル
ー
シ
領
土
内
に
広
が
り
（残
り
の

20
％
は
ロ
シ
ア
・ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
州
に
蔓
延
）、
私
が
勤
め
て

い
た
内
務
省
か
ら
も
職
員
が
送
ら
れ
、
事
故
現
場
で
住
民

達
の
避
難
補
助
に
あ
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

私
自
身
も
事
故
発
生
１
カ
月
半
後
に
派
遣
さ
れ
、
現
場

で
指
揮
を
と
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
人
々
の
避
難
方
法

を
組
織
す
る
作
業
班
に
物
質
面
や
技
術
的
な
支
援
を
管

理
す
る
責
任
者
と
し
て
、
10
～
30
㎞
圏
内
で
72
日
間
の

務
め
を
果
た
し
ま
し
た
。
当
時
、
事
故
の
あ
っ
た
原
子
力

発
電
所
か
ら
10
㎞
ま
で
の
範
囲
が
《
疎
外
ゾ
ー
ン
》
、

30
㎞
ま
で
を
《
分
離
ゾ
ー
ン
》
と
区
分
さ
れ
て
い
ま
し

た
。 

 

健
康
に
悪
影
響
が
及
ぶ
と
さ
れ
る
25
ベ
ル
（
生
物
的
レ
ン

ト
ゲ
ン
の
値
）を
超
え
る
放
射
能
数
値
を
あ
び
な
い
よ
う

に
、
隊
員
は
一
定
の
時
間
お
き
に
交
代
で
ゾ
ー
ン
に
出
入

り
し
て
勤
め
て
い
ま
し
た
。
他
に
も
道
路
整
備
、
共
同
生

活
の
規
律
指
導
、
火
災
予
防
等
の
安
全
保
障
に
各
隊
が

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
人
々
を
精
神
的
に
励
ま
す
こ
と

や
我
々
の
支
援
・指
導
が
し
っ
か
り
機
能
し
て
い
る
か
を
点

検
す
る
こ
と
も
大
事
な
任
務
で
し
た
。
基
本
的
な
仕
事
と

し
て
は
、
現
地
の
安
全
・
安
定
し
た
状
況
を
確
保
す
る
こ

と
で
し
た
。
住
民
は
身
分
証
明
書
と
１
～
２
日
分
の
食

料
・水
分
以
外
は
何
も
持
た
ず
に
緊
急
避
難
移
動
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
と
い
う
報
告
も
受
け
て
い
ま
し
た
。
現
地

で
は
日
本
か
ら
の
団
体
に
会
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

■
事
故
現
場
で
の
任
務
を
終
え
て
ミ
ン
ス
ク
に
戻
っ
た

後
、
健
康
生
活
に
支
障
は
あ
り
ま
し
た
か
？ 

  

72
日
間
の
責
務
を
果
た
し
た
後
、
ま
た
内
務
省
中
央
機

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
氏
。
胸
元
に
あ
る

の
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
処
理
の
勲
章 
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田
中
仁
（
た
な
か
ひ
と
し
） 

ベ
ラ
ル
ー
シ
国
立
大
学
在
学
中
か
ら
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
通
訳
と
し
て
国
内
外
の
新
聞
や
雑
誌

で
活
躍
中
。
ミ
ン
ス
ク
在
住
。 

■
で
は
、
２
０
１
１
年
に
日
本
で
起
こ
っ
た
福
島
第
一
原
発

事
故
に
つ
い
て
思
う
こ
と
、
そ
し
て
日
本
の
方
々
に
復
興
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  

そ
も
そ
も
原
発
事
故
と
い
う
の
は
、
科
学
技
術
の
発
展
過

程
で
起
こ
り
う
る
恐
ろ
し
い
出
来
事
で
、
人
類
を
滅
ぼ
し
て

か
ね
な
い
放
射
能
は
目
に
見
え
な
い
敵
の
よ
う
な
も
の
で

す
。
た
だ
21
世
紀
の
現
在
、
放
射
能
と
い
う
の
は
、
我
々
が

常
に
闘
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
問
題
の
一
つ

で
す
。
私
が
知
っ
て
い
る
日
本
人
像
は
、
寄
り
添
っ
て
協
力
し

合
い
、
一
つ
に
な
っ
て
困
難
に
立
ち
向
か
っ
て
く
母
国
愛
に
あ

ふ
れ
た
国
民
で
す
。
重
要
な
の
は
気
を
し
っ
か
り
持
ち
、
精

神
的
に
も
健
康
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
明
る
い
未
来
を
信
じ

続
け
れ
ば
、
ど
ん
な
問
題
も
克
服
で
き
る
は
ず
で
す
。
放
射

能
も
恐
れ
る
に
足
ら
ず
！ 

  
や
さ
し
く
微
笑
み
な
が
ら
、
こ
う
締
め
く
く
っ
て
く
れ
た

ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
さ
ん
は
、
こ
の
日
も
１
０
０
℃
以
上
の
サ
ウ
ナ

室
を
行
き
来
し
て
汗
を
流
し
ま
す
。
そ
の
後
、
立
派
に
育
っ

た
息
子
さ
ん
達
に
葉
っ
ぱ
で
た
た
か
れ
な
が
ら
、
外
に
雪
を

あ
び
に
い
く
か
、
冷
水
を
頭
か
ら
か
ぶ
り
ま
す
。
こ
の
伝
統

的
な
ロ
シ
ア
式
サ
ウ
ナ
で
健
康
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。  

関
で
引
き
続
き
次
長
と
し
て
務
め
ま
し
た
。
事
故
当
時
、
私

の
専
門
は
財
政
で
し
た
が
、
汚
染
地
域
へ
派
遣
さ
れ
る
こ
と

も
拒
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
友
人
で
医
療
分
野
の
専
門
家

も
、
放
射
能
の
影
響
の
恐
ろ
し
さ
を
知
り
な
が
ら
も
現
地
で

の
支
援
活
動
を
引
き
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
ブ
レ
ス

ト
在
住
の
彼
は
第
一
級
の
障
害
者
で
す
。
他
に
も
、
一
緒
に

派
遣
さ
れ
た
仲
間
の
多
く
は
若
く
し
て
亡
く
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。 

 

私
自
身
、
ミ
ン
ス
ク
に
帰
っ
て
か
ら
６
度
、
医
療
機
関
へ
心

臓
の
治
療
に
送
ら
れ
ま
し
た
。
５
年
間
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事

故
に
よ
る
病
気
の
障
害
者
と
認
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
１
９
９

９
年
以
降
は
甲
状
腺
等
の
腫
瘍
癌
以
外
の
病
気
は
原
発
事

故
の
後
遺
症
で
な
い
と
み
な
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
66
歳
の

今
も
こ
の
通
り
特
に
大
き
な
問
題
も
な
く
健
康
的
な
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。 

 

サウナ室の暖炉の前で 

ベラルーシ共和国内分泌学会に参加するため、獨協医科大学の木村真三先生とともに、今年４月にベラルーシを

訪問予定です。チェルノブイリ医療支援ネットワークからは、理事長の寺嶋と事務局長の川原が参加予定です。 

ベラルーシに行ってきます！  お知らせ 

日 程 2020年4月19日（日）～4月28日（月） ※予定 

※新型コロナウイルスの影響により訪問中止となる可能性もあります。 

2020年1～2月の期間、古本募金きしゃぽん（運営：嵯峨野株式会社さま）を通じて、計15件・44,586円の

ご寄付をいただきました。誠にありがとうございます。引き続きよろしくお願いいたします。 

<  https://cher9.org/donation/secondhand_book/  > 

古本募金きしゃぽんを通じてのご寄付をありがとうございます  お礼 
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ベラルーシ訪問（9月） 

２ 

月
22
日
（土
）、
福
岡
市
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
・
交
流
室
に
て
、
２
０
２

０
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
、
前
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
お

よ
び
今
年
度
の
事
業
計
画
・予
算
、
役
員
の
変
更
、
定
款
の
変
更
に
つ
い
て
の
協

議
、
承
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
年
度
の
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
報
告
な
ら
び
に

今
年
度
の
予
算
と
運
営
体
制
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

２
０
２
０
年
度 

通
常
総
会
報
告 

１ 

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
被
災
者
及
び
被
災
地
に
対
す
る
支
援
事
業

■
ベ
ラ
ル
ー
シ
訪
問
事
業 

◎
期
間
：２
０
１
９
年
９
月
14
日
～
10
月
１
日 

◎
訪
問
先
：ベ
ラ
ル
ー
シ
赤
十
字
、
ミ
ン
ス
ク
10
番
病
院
、
ブ
レ
ス
ト
州
立
内
分
泌
診
療

所
、
ブ
レ
ス
ト
州
立
病
院
、
ピ
ン
ス
ク
中
央
病
院
、
他 

◎
参
加
者
：木
村
真
三
（獨
協
医
科
大
学
）、
田
中
仁
（通
訳
）、
和
田
幸
策
（理
事
）、
川
原

秀
之
（理
事
・事
務
局
長
）、
三
島
さ
と
こ
（監
事
） 

 

■
被
災
者
と
障
が
い
者
に
よ
る
福
祉
工
房
「
の
ぞ
み
21
」
支
援
事
業 

◎
活
動
支
援
、
木
工
品
や
リ
ネ
ン
製
品
の
仕
入
、
日
本
国
内
で
の
販
売 

 

２ 

日
本
国
内
で
の
原
子
力
災
害
な
ど
に
よ
る
被
災
者
及
び
被
災
地
に
対
す
る
支
援
事
業  

■
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
訪
問
調
査 

◎
講
演
会
への
参
加
（
２
０
１
９
年
３
月
９
日
） 

「
第
２
弾 

し
ん
ち
ゃ
ん
に
聞
こ
う
！
「
い
ま
さ
ら
き
け
な
い
」
ホ
ウ
シ
ャ
ノ
ウ
の
は
な
し
」 

◎
福
島
県
双
葉
郡
浪
江
町
の
帰
還
困
難
区
域
視
察 

 

2020年度運営体制 

３ 

被
災
者
及
び
被
災
地
の
現
状
を
周
知
す
る
た
め
の
普
及
啓
発
事
業

■
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
通
信
」
発
行
事
業
（年
４
回
発
行
） 

◎
発
行
時
期
：４
，
７
、
10
、
12
月 

◎
発
送
部
数
：
約
１
７
０
０
～
１
９
０
０
部
（メ
ー
ル
配
信
を
除
く
） 

 

■
イ
ベ
ン
ト
企
画
・
運
営
事
業 

《
ベ
ラ
ル
ー
シ
医
療
専
門
家
に
よ
る
来
日
講
演
会
》 

◎
来
日
期
間
：２
０
１
９
年
５
月
15
日
～
26
日 

◎
開
催
地
域
：
福
島
市
、
郡
山
市
、
栃
木
県
下
都
賀
郡
壬
生
町 

■
そ
の
他
の
情
報
発
信
事
業 

◎
団
体
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
情
報
発
信
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
活
動
紹
介 

 

４ 

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
事
業 

■
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
支
援
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
の
販
売 

■
理
事
長  

：寺
嶋 

可
南
子 

■
副
理
事
長 

：和
田 

幸
策 

■
理
事 

 

：河
上 

雅
夫
、
中
山 

悠
、
川
原 

秀
之
、
小
川 

峰
湖 

■
事
務
局
長 

：川
原 

秀
之 

■
監
事 

 

：三
島 

さ
と
こ 

2019年度事業報告（2019/1/1～12/31） 

来日講演会（5月） 

福島訪問調査（3月） 
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2019年度決算書(2019/1/1～12/31)及び2020年度予算書(2020/1/1～12/31) 

  （単位：円） 

科目 2019年度決算  2020年度予算  

経常収益       

1. 受取会費 69,000 69,000  60,000 60,000  

2. 受取寄付金       

活動支援金 7,217,387   6,500,000   

のぞみ21カンパ 44,000   65,000   

雪だるま３号カンパ 55,000   40,000   

震災支援カンパ 1,543,241 8,859,628  138,000 6,743,000  

3. 事業収益       

のぞみ21支援事業 197,746   140,000   

フェアトレード事業 561,260 759,006  600,000 740,000  

4. その他収益 12,038 12,038  7,000 7,000  

経常収益計   9,699,672   7,550,000 

経常費用       

1. 事業費（※）       

訪ベラ事業 7,844,909   4,947,700   

のぞみ21支援事業 261,576   215,000   

震災支援事業 671,462   100,000   

会報発行事業 1,727,450   1,815,900   

イベント企画・運営事業 1,911,511   1,815,900   

その他の情報提供事業  1,840   15,000   

フェアトレード事業 543,800 12,962,549  645,500 9,555,000  

2. 管理費       

人件費 10,454   0   

その他経費 127,946 138,399  124,000 124,000  

経常費用計   13,100,948   9,679,000 

当期経常増減額   -3,401,276   -2,129,000 

税引前当期正味財産増減額   -3,401,276   -2,129,000 

法人税、住民税及び事業税   71,000   71,000 

当期正味財産増減額   -3,472,276   -2,200,000 

前期繰越正味財産額   23,097,131   19,624,855 

次期繰越正味財産額   19,624,855   17,424,855 

※）人件費（給料手当、雑給、法定福利費、支払報酬）を含めた金額です。また水道光熱費や支払地代家賃等の共通経費も按分されています。 

心理カウンセラーのリュドミラ・ウクラインカさん（写真右）と娘のアンナさん

（同左）を日本へお招きし、講演会を実施します。詳細が決まり次第、団体ウェブ

サイトや通信などでお知らせいたします。どうぞお楽しみに！ 

開催 
予告 

日 程 

訪問先 

2020年8月19日（水）～9月1日（火） ※予定 

福島県、京都府、広島県、福岡県 ※予定 
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●
口
座
受
付
寄
付 

相
川
美
智
子 

浅
原
望
樹 

稲
毛
修
子 

井
上
泰
子 

榎
本
み
つ
枝 

音
楽
グ
ル
ー
プ
「
ク
リ
ュ
テ
ィ
エ
」 

川
辺
希
和
子 

佐
藤
和
子 

髙
橋

武
三 

田
中
京
子 

田
中
直
子 

中
村
幸
枝 

西
嶋
香
穂
子 

野
中
孝

子 

引
田
良
子 

古
本
募
金
き
し
ゃ
ぽ
ん
（運
営
：嵯
峨
野
株
式
会
社
） 

松
井
岩
美 

森
悠
子 

森
戸
春
江 

友
愛
幼
稚
園 

和
田
由
理 

和
田

茉
莉
恵  

  

［都
道
府
県
別
］ 

【
福
島
県
】１
名 

 

【
富
山
県
】１
名 

【
東
京
都
】２
名  

【
神
奈
川
県
】１
名 

【
愛
知
県
】
１
名 

【
大
阪
府
】１
名 

【
兵
庫
県
】２
名 

 

【
鳥
取
県
】２
名 

【
島
根
県
】３
名 

【
広
島
県
】２
名 

 

【
山
口
県
】３
名 

【
福
岡
県
】
32
名 

【
佐
賀
県
】４
名 

 

【
長
崎
県
】１
名 

【
熊
本
県
】３
名 

【
大
分
県
】６
名 

 

【
鹿
児
島
県
】３
名 

 
 

計
68
名
（匿
名
含
む
）  

※
通
信
へ
の
お
名
前
掲
載
を
ご
承
諾
い
た
だ
い
た
方
の
み
、
お
名
前
を
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

●
月
々
の
定
額
寄
付
（マ
ン
ス
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
の
皆
さ
ま
） 

相
羽
美
香
子 

礒
道
綾
子 

一
瀬
和
美 

伊
藤
利
恵 

稲
田
照
子 

井

上
礼
子 

内
野
千
鶴
子 

江
原
健
一 

延
壽
富
美 

大
麻
卓
子 

大
久

保
仲
子 

大
久
保
弘
子 

大
崎
知
恵 

太
田
昌
子 

大
場
満 

小
黒
慈

子 

落
石
久
子 

片
山
富
美
子 

金
山
涼
子 

紙
森
優
子 

亀
川
早
苗 

河
上
雅
夫 

川
崎
君
子 

川
﨑
清
美 

川
尻
愛
子 

木
村
雅
子 

倉
掛

大
輔 

古
賀
輝
洋 

古
賀
尚
子 

後
藤
宇
企
子 

財
津
耐
代
子 

財
津

悠
子 

斉
藤
美
代
子 

阪
口
香
奈
子 

坂
口
馨
子 

佐
々
野
也
依 

佐

藤
一
江 

佐
藤
進
一 

佐
藤
照
子 

白
浜
千
恵
子 

末
永
浩
子 

首
藤

展
子 

高
山
知
佐
子 

竹
田
恵
子 

武
田
孝
子 

田
中
京
子 

珍
部
千

鳥 

土
持
秀
男
・由
利
子
・朱
加 

綱
脇
牧
子 

富
永
隆
史 

鳥
井
原

桐
子 

鳥
原
良
子 

永
尾
ゆ
か
り 

中
島
幸
代 

中
島
ま
ゆ
み 

永
野

沙
智
子 

西
首
延
子 

丹
羽
道
代 

納
富
育
代 

深
川
哲
臣 

福
井
初

子 

福
本
勍
子 

藤
本
孝
子 

渕
田
三
輝 

古
川
恵
子 

松
尾
智
恵
子 

松
木
幸
美 

松
永
庸
子 

丸
山
さ
よ
り 

水
本
敬
子 

三
野
桂
子 

宮

野
義
治 

村
西
美
由
紀 

村
松
知
子 

室
屋
芳
乃 

山
下
澄
子 

山
中

陽
子 

山
本
亮
輔 

吉
田
美
抄
子 

渡
邉
久
美
子 

渡
邊
真
志
子 

計
１
１
７
名
（匿
名
含
む
） 

  

貴
重
な
ご
寄
付
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 

皆
さ
ま
よ
り
お
預
か
り
し
た
ご
寄
付
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
被
災

者
医
療
支
援
、
福
祉
工
房
の
ぞ
み
21
支
援
、
移
動
検
診
車
雪
だ
る
ま

４
号
購
入
の
積
立
、
東
日
本
震
災
被
災
者
支
援
、
事
務
費
用
等
に
あ
て

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 チェルノブイリ 医療支援 地球にやさしい再生紙と大豆インクを使用しています 

講師派遣  

５
６
６
，
７
８
９
円  

４
６
９
，
７
８
９
円 

１
０
，
０
０
０
円 

０
円 

５
０
，
０
０
０
円 

３
７
，
０
０
０
円 

 

合
計  

＊
活
動
支
援
金 

＊
の
ぞ
み
21
カ
ン
パ 

＊
雪
だ
る
ま
３
号
カ
ン
パ 

＊
東
日
本
支
援
カ
ン
パ 

＊
お
ま
か
せ
カ
ン
パ 

 

（２
０
１
９
年
12
月
～
２
０
２
０
年
２
月
分
の
寄
付
内
訳
） 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

た
く
さ
ん
の
ご
支
援
を 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

検索 

活動の様子や通信バックナンバーなどはホームページをチェック！ 

講
師 

派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
友

達
や
グ
ル
ー
プ
、
地
域
の
集
ま

り
、
学
校
の
授
業
な
ど
で
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
現
協
会

を
開
催
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

小
中
学
校
の
総
合
学
習
、
大
学
の
講
義
な
ど
へ
も

講
師
派
遣
実
績
あ
り
。
ま
ず
は
一
度
、
事
務
局

ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

今
年
は
暖
冬
で
寒
い
日
が
少
な
か
っ
た
の
が
現
実
で
す
。
し
か
し
私
は
寒
い
冬
が
苦
手
だ
け
ど
、
身
が
引
き
締
ま
る
朝
の
ひ
と
と
き
が
何
と

も
い
え
な
い
至
福
で
し
た
。
ま
も
な
く
春
が
訪
れ
ま
す
が
、
そ
れ
も
嬉
し
い
も
の
で
す
。
さ
て
、
福
岡
の
桜
開
花
は
来
週
の
17
日
火
曜
日
に

な
る
と
天
気
予
報
で
は
伝
え
ら
れ
て
ま
す
。
暖
冬
の
証
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。
季
節
の
移
ろ
い
を
味
わ
い
た
い
と
思
う
年
齢

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

（Ｈ
・Ｋ
） 

編集  
後記  

皆
さ
ま
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（一
部
抜
粋
） 

振
込 

用
紙
は
毎
号
同
封
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
「思
い
立
っ
た
時
に
い
つ
で

も
振
り
込
み
で
き
る
よ
う
に
、
毎
号
同
封
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
ご
要
望
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
決
し
て
お

振
込
を
強
要
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
恐
れ

入
り
ま
す
が
、
ご
不
要
な
方
は
処
分
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

お知らせとお願い  ●
少
し
で
す
け
ど
役
に
立
て
ば
う
れ
し
い
で
す
。
●
息
長
い
支

援
に
感
動
し
ま
す
。
●
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
良
い
ク
リ
ス

マ
ス
が
お
と
ず
れ
ま
す
よ
う
に
。
●
少
し
で
す
が
、
役
立
て
て

下
さ
い
。
●
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
使
っ
て
の
放
射
能
隠
し
が
一
層
す
す
む
事
に
な

り
そ
う
で
す
。
●
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。
少
し
で
す
が
、
役
立

て
て
下
さ
い
。
●
希
望
と
も
っ
て
過
ご
し
て
い
け
る
こ
と
を
お
祈

り
し
て
い
ま
す
。
●
少
額
で
す
が
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
●
本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
今
年
は

総
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 


